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林
業
成
長
産
業
化
地
域
の
創
出

近
年
、
人
工
林
資
源
が
成
熟
し
、
資

源
の
有
効
活
用
と
循
環
利
用
に
向
け
た

再
造
林
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
て
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
と
、

主
伐
と
再
造
林
対
策
の
強
化
等
に
よ
る

国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
と
を

両
輪
と
し
た
、

「林
業
・
木
材
産
業
の

成
長
産
業
化
」
が
国
の
政
策
と
し
て
目

指
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル

事 「
業
（
以
下

「
モ
デ
ル
地
域
事
業
」
と

い
う
。）

が
平
成

29
年
に
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
全
国
か
ら

「林
業
成

長
産
業
化
地
域
」（
以
下
「
モ
デ
ル
地

域
」
と
い
う
。
）
を
選
定
し
、
地
域
の

川
上
か
ら
川
下
ま
て
の
関
係
者
が
連
携

し
て
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、

林
業
の
成
長
産
業
化
を
通
じ
て
地
元
に

利
益
を
還
元
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
優
良
事
例
を
創
出
し
、
そ
の
事

例
を
他
の
地
域
へ
横
展
開
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
地
域
は
、

平
成
29年
度
と
平
成
30年
度
に
全
国
て
�
 

28地
域
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
の

期
間
は

5
年
間
て
す
。

モ
デ
ル
地
域
事
業
の
特
徴
は
、
地
域

の
林
業
関
係
者
が
自
ら
地
域
の
将
来
像

を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
道

筋
を

『地
域
構
想
』
と
し
て
策
定
し
、

取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
地
域
が
主
体
的
に
林
業
成

長
産
業
化
を
構
想
し
、
そ
の
た
め
の
計

画
を
実
行
す
る
枠
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
の
モ
デ
ル
地
域
て
は
、
�
 ①
資

源
量
の
把
握
、
�
 ②
素
材
生
産
、
�
 ③
原
木

流
通
の
合
理
化
、
�
 ④
地
域
の
原
木
活
用

拡
大
、
�
 ⑤
需
要
拡
大
と
製
品
の
高
付
加

価
値
化
、
�
 ⑥
再
造
林
、
及
び
⑦
人
材
育

成
と
い
っ
た
、

川
上
か
ら
川
下
に
至
る

多
様
な
取
組
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
�
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秋
田
県
大
館
市
は
北
秋
田
市
と
上
小

阿
仁
村
と
と
も
に

「大
館
北
秋
田
地
域
」

と
し
て
、
平
成
29年
に
モ
デ
ル
地
域
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
地
方
て
は
他

（
 

に、

最
上
・

金
山
地
域

（山
形
県
）
、

南
会
津
地
域

（福
島
県
）、
登
米
地
域

（宮
城
県
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
の
特
筆
す
べ
き
取
組
と
し

て、

大
館
北
秋
田
地
域
は
地
域
の
関
係

者
が
連
携
し
た
木
材
の
安
定
供
給
の
実

現
、
最
上
・
金
山
地
域
は

技
術

を
活
用
し
た
持
続
的
な
森
林
経
営
、
南

会
津
地
域
は
広
葉
樹
資
源
の
利
活
用
、

そ
し
て
、
登
米
地
域
は
森
林
認
証
制
度

を
活
用
し
た
森
林
経
営
と
木
材
流
通
の

一
元
管
理
を
挙
け
る
こ
と
が
て
き
ま

す
�
 
(1
)
0

こ
の
よ
う
に
地
域
主
導
の
林
業
成
長

産
業
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
て
林
業
の
活
性
化
に
対
し
て
は
多
く

の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
素
材
生
産
の
効
率
の
悪
さ
に
代

表
さ
れ
る
森
林
経
営
の
課
顆
や
、
川
上

か
ら
川
下
ま
て
の
木
材
の
売
り
手
と
買

い
手
の
情
報
共
有
の
不
足
の
よ
う
な
木

材
流
通
の
課
題
、
さ
ら
に
、
市
町
村
行

政
の
人
材
不
足
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
す

る
大
館
北
秋
田
地
域
の
取
組
を
振
り
返

り
、
そ
し
て
地
域
主
導
て
林
業
成
長
産

業
化
を
進
め
る
た
め
の
要
点
を
検
討
し

ま
す
。
�
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大
館
市
の
林
業
成
長
産
業
化
の
取

組
と
成
果

大
館
北
秋
田
地
域
は
、

川
上
か
ら
川

下
ま
て
の
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
協
議
会
を
設
立
し
、
全
体
最
適
を
目

指
す

「循
環
の
輪
」
の
理
念
を
共
有
し
、

「秋
田
ス
ギ
の
ふ
る
さ
と
、
ふ
た
た
び

＼
産
地
の
復
活
と
森
林
資
源
循
環
」
を

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、
こ
れ
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
森
林
経
営
確
立
に
向
け
た

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
、
川
上
分
野
て

は
主
伐
・
再
造
林
一
環
作
業
シ
ス
テ
ム

の
推
進
や
苗
木
増
産
、
川
中
分
野
て
は

秋
田
ス
ギ
利
活
用
、
川
下
分
野
て
は
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
と
い
っ
た
11

の
課
題
が
重
点
的
に
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
て
、
忠
犬
ハ
チ
公
の
故
郷
て
あ

る
大
館
市
ら
し
い
成
果
と
し
て
、
渋
谷

区
の
公
共
建
築
物
へ
の
大
館
市
産
秋
田

ス
ギ
の
供
給
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

大
館
市
と
渋
谷
区
と
の
間
の
防
災
協
定

に
基
づ
き
、
渋
谷
区
木
材
利
用
推
進
方

針
に
準
じ
た
木
材
供
給
制
度
が
整
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
と
、
大
館
市
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
、
そ
し
て
ハ
チ
公
の
ご
縁

が
つ
な
い
だ
成
果
と
考
え
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
地
域
の
関
係
者
間
の
連
携

強
化
を
促
し
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
大
館
市
が
市
有
林
の
一
部
を
協
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